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昨
年
10
月
26
日
開
会
の
臨
時
国
会
か
ら
衆
議
院
内

閣
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
内
閣
委
員
会
は
、内
閣
の
大
臣
21
人
の
う
ち
8
人
が

出
席
す
る
常
任
委
員
会
で
、経
済
財
政
、科
学
技
術
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、規
制
改
革
、男
女
共
同
参
画
、少
子
化

対
策
、
防
災
・
危
機
管
理
、
警
察
、
公
務
員
制
度
、
消
費

者
行
政
、デ
ジ
タ
ル
政
策
、個
人
情
報
保
護
、皇
室
制
度

な
ど
幅
広
い
所
掌
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
の
通
常
国
会
で
は
、デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
案
を

含
め
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
案
な
ど
多
く
の
法
案
が
内

閣
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。引
き
続
き
、
公

正
・
円
満
な
議
事
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た

衆
議
院
内
閣
委
員
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
全
力
を
挙
げ
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
、
w
i
t
h
コ
ロ
ナ

の
中
で
経
済
社
会
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
金
融
支
援
、
固
定
費
支
援
、
生

活
支
援
、
雇
用
支
援
、
学
業
支
援
な
ど

に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
最
初
の
せ
い
じ
便
り
で
は
、
昨
年

の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
本
年
に

向
け
た
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

T O P I C S

選択的夫婦別姓について・・・
　5年に一度改訂される男女共同参画社会基本計画の
党内審議において、選択的夫婦別姓について激論が交
わされました。私は、賛成の立場から議論に参加しまし
た。女性の社会参加が進む中で、旧姓を使用できない
ことによる不利益が増えているとの指摘があります。加
えて、私は、個人的経験から「家名」、「家の氏」を守るこ
とが必要になっていると感じています。
　私の母方の祖母「弘子」は先の大戦で二人の弟を
フィリピン・レイテ沖で失いました。男兄弟がいなくな
り、結婚して実家を離れることに躊躇もあったようです
が、結婚し生まれた娘（私の母）を自らの両親（母の祖
父母）の養子に入れることで家名を守ることにしまし
た。しかし、その母も結婚し、次男として生まれたのが私
です。祖母の家名を残したいとの思いに答え、私も氏の
変更を模索しましたが、養子に入る先も家庭裁判所の
許可も難しい中で断念をしました。
　私の祖母のケースは戦争の影響ですが、今日的に
は、少子化の影響で家名を引き継ぐ人がいないという
状況が増加してきて
います。
　こうした状況に対
応するためには、夫
婦同氏を原則としな
がらも、「選択」によっ
て別姓を名乗れる余
地が必要だと考えま
す。他方で、子どもへ
悪影響が出ないよう
にするなどの配慮も
不可欠です。今後、党
内議論を活発化させ
たいと思います。

10兆円の大学基金について・・・
　経済成長を牽引する最大の要因は、技術革新・イノ
ベーションであることが統計的に明らかになっています。
そのイノベーションを引き出すのが、研究開発、特に基礎
研究であり、研究拠点としての大学の優劣をめぐって世
界的競争が起こっています。
　例えば、米国のハーバード大学は4.5 兆円、イエール
大が 3.3 兆円、英国のケンブリッジ大は1兆円の研究基
金を有しています。他方、日本は、最大の慶応大学で730
億円、東大が 150 億円と二桁、基礎体力に開きがありま
す。その結果我が国の博士進学率は 2000 年の 17％か

ら足元 9％ま
で半減し、良
質な論文数で
も世界 11 位
と下落してい
ます。
　このため、令
和 3 年度当初
予算をスター
トに、財政投融
資資金を中心
に大学の研究
開発基金 10
兆 円を 確 保
し、これを運用
することで毎

年数千億円の研究開発費用捻出と博士課程の学生に対
する支援を行うこととしました。
　本件は、私が、経済成長戦略本部の事務局長として6
月の成長戦略に盛り込んだものです。昨年末の予算編成
過程では財務省と激しい折衝がありましたが、何とか実
現にこぎ着けることができました。その前提は大学改革
であり、今後は、大学のガバナンス改革に向けた検討を
鋭意進めてまいります。

＊修士課程卒業者に占める博士課程進学者の割合

＊整数カウント

88号

自民党 衆議院議員 
衆議院内閣委員長
自民党 衆議院議員 
衆議院内閣委員長



Q
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政
務
調
査
会
副
会
長
兼
事
務
局
長
と
し
て

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

　
全
力
を
挙
げ
ま
す
〜

主
な
活
動
成
果
と
今
後
の
展
望

「
育
休
の
あ
り
方
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」座
長
と
し
て

〜
男
性
の
育
児
・
家
事
参
加
を
勧
め
ま
す
〜

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
本
部
」幹
事
長
と
し
て

〜
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
を

　
推
進
し
ま
す
〜
　

「
安
全
保
障
と
土
地
法
制
に
関
す
る

特
命
委
員
会
」の
事
務
総
長
と
し
て

〜
国
土
の
所
有
・
使
用
の
状
況
を
可
視
化
し
ま
す
〜

　
2
0
1
9
年
11
月
、

党
内
に
「
育
休
の
あ
り

方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ
、

座
長
に
指
名
さ
れ
ま
し

た
。

　
統
計
的
に
男
性
の
家

事
参
加
が
多
い
ほ
ど
第

二
子
出
産
が
増
え
る
こ

と
や
令
和
時
代
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推

進
な
ど
を
踏
ま
え
、
男

性
の
育
休
取
得
は
重
要

　
次
に
、
外
国
政
府
に
よ
る
外
国
公
館
な
ど
の
設
置
等

の
際
の
不
動
産
取
得
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
に
基

づ
き
、
外
務
大
臣
へ
の
報
告
、
外
務
大
臣
の
事
前
同
意
、

周
辺
住
民
等
へ
の
情
報
公
表
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
外
務

省
に
枠
組
み
の
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、今
後
も
、第
一
層
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
土
地

取
得
の
状
況
把
握
を
通
じ
て
、
政
策
課
題
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
、そ
の
都
度
、新
た
な
法
制
度
の
検
討
を
進
め
て

い
く
方
針
で
す
。

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
個
人
や
企
業
の
活
動
に
お
け
る
各
種
行
政

手
続
き
の
簡
略
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
と
も
に
、

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
社
会
経

済
を
変
革
・
成
長
さ
せ
る
起
爆
剤
と
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、押
印
・
対
面
・
書
面
原
則
の
見
直
し
な
ど
、デ
ジ

タ
ル
化
を
阻
む
規
制
・
制
度
見
直
し
も
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
推
進
役
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
を
来
年
9

月
に
見
据
え
、本
部
で
は
2
ヶ
月
の
短
期
間
に
、2
度
の

提
言
を
行
い
ま
し
た
。第
一
弾
の
提
言
は
デ
ジ
タ
ル
庁

の
権
限
と
機
能
、
国
と
地
方
の
シ
ス
テ
ム
統
一
化
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
に
菅
総
理
に
提
出
し
た
第
二
弾
で
は
、
国

民
・
企
業
・
医
療
介
護
・
教
育
・
防
災
・
地
方
公
共
団

体
な
ど
対
象
ご
と
に
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム

を
提
言
。行
政
組
織
の
縦
割
り
を
超
え
て
情
報
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
各
種
手
続
き
を
一
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
窓
口
で
完
結
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り

に
適
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
携
帯
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
で
届
け
る
な
ど
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
の
実
現
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
の
提
言
を
通
じ
て
の
考
え
方
は
、「
人
に
優
し
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
」を
つ
く
る
こ
と
で
す
。ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
が
苦
手
な
方
に
寄
り
添
い
支
援
す
る
デ
ジ
タ
ル
支

援
員
の
地
域
配
備
や
郵
便
局
や
公
民
館
の
活
用
な
ど
、

き
め
細
か
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、政
府
は「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ

ン
ト
実
行
計
画
」を
決
定
し
、来
年
の
通
常
国
会
に
は
デ

ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
法
律
改
正
等
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
本
部
幹
事
長
と
し
て

汗
を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
菅
政
権
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
党

側
か
ら
支
え
る
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
本
部
」（
甘
利
明

座
長
）が
設
置
さ
れ
、私
は
幹
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
行
政
の
効
率
化
に
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。例
え
ば
、1
7
0
0
を
超
え
る
自
治
体
で
バ
ラ
バ

ラ
に
整
備
し
て
き

た
情
報
シ
ス
テ
ム

の
費
用
は
年
間

5
0
0
0
億
円
、

中
央
省
庁
で
年
間

8
0
0
0
億
円
で

す
が
、
今
回
の
改

革
で
共
通
化
が
実

現
さ
れ
れ
ば
約
３

割
＝
4
0
0
0
億

円
が
削
減
さ
れ
、

そ
の
分
を
福
祉
や

子
育
て
に
再
配
分

　
第
一
層
は
、
国
土

全
域
を
対
象
と
し

た
、
土
地
所
有
等
情

報
の
円
滑
な
収
集
及

び
開
示
で
す
。具
体

的
に
は
、
土
地
に
関

連
す
る
各
種
台
帳
に

つ
い
て
国
籍
情
報
を

含
め
た
統
一
的
充

実
、
地
籍
調
査
等
の

推
進
、
関
係
閣
僚
会

議
の
設
置
等
を
定
め

る「
総
合
的
推
進
法
」

を
議
員
立
法
と
し
て

早
期
に
提
出
・
成
立
を
図
り
、
政
府
に
取
組
の
推
進
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
第
二
層
は
、
安
全
保
障
上
特
に
緊
急
性
が
高
い
防
衛

施
設
の
周
辺
等
の
土
地
と
、
外
国
政
府
に
よ
る
土
地
の

利
用
・
取
得
に
つ
い
て
の
対
応
で
す
。

　
先
ず
、国
境
離
島
や
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
周
辺
な
ど
、安

全
保
障
の
観
点
か
ら
重
要
な
土
地
に
つ
い
て
は
、
政
府

に
対
し
、
国
籍
を
含
め
た
所
有
者
情
報
の
収
集
・
利
用

実
態
の
調
査
等
を
徹
底
し
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
が
あ

る
場
合
に
は
、
過
度
な
私
権
制
限
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
つ
つ
、
利
用
・
取
得
を
管
理
・
制
限
で
き
る
仕
組

み
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
言
し
、
そ
の
た
め
の
法
律
を

次
期
通
常
国
会
へ
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

安
感
や
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
特
命
委
員
会
で
は
、各
方
面
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、対

馬
や
奄
美
大
島
へ
の
現
地
視
察
な
ど
を
行
い
、
12
月
23

日
、
二
層
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
提
言
を
菅
総
理
に
手

渡
し
ま
し
た
。

な
課
題
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、取
得
率
は
令
和
元
年
度

で
7
.
4
8
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
育
休
の
あ
り
方

PT
で
は
、昨
年
4
月
に
政
府
に
対
し
、大
き
く
二
つ
の
柱

を
盛
り
込
ん
だ
提
言
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
の
柱
は
、
新
た
に
男
性
の
産
後
休
暇
制
度
を
設

け
る
こ
と
で
す
。育
休
期
間
の
う
ち
配
偶
者
の
出
産
か

ら
4
週
間
の
期
間
を「
男
性
産
後
休
業
期
間
」と
し
、
こ

の
期
間
の
育
休
取
得
に
つ
い
て
は
、
申
請
要
件
の
緩
和

や
休
業
補
償
を
手
厚
く
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

男
性
が
配
偶
者
の
出
産
直
後
の
育
児
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
女
性
の
産
後
う
つ
や
自
殺
へ
の
対
応
と
し
て
も
重

要
で
す
。

　
第
二
の
柱
は
企
業
に
よ
る
従
業
員
に
対
す
る
育
休
制

度
の
周
知
の
義
務
化
で
す
。併
せ
て
、パ
パ
向
け
育
児
教

室
の
充
実
等
も
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
の
提
言
を
受
け
、政
府
で
は
、９
月
か
ら
労
働
政

策
審
議
会
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、11

月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革

の
方
針
」で
は
、男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
が
柱
に

据
え
ら
れ
ま
し
た
。政
府
に
お
い
て
、更
に
具
体
的
な
制

度
設
計
を
進
め
、
本
年
の
通
常
国
会
に
必
要
な
法
案
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
PT
座
長
と
し
て

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　「
安
全
保
障
と
土
地
法
制
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」

（
新
藤
義
孝
委
員
長
）の
事
務
総
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

防
衛
施
設
周
辺
や
国
境
離
島
あ
る
い
は
水
源
地
等
で
の

土
地
取
得
に
お
い
て
、
所
有
者
や
利
用
者
の
素
性
や
目

的
が
明
ら
か
で
な
い
事
例
が
生
じ
て
お
り
、国
民
の
不

の
雇
用
・
生
活
を
守
り
抜
く
こ
と
で
し
た
。持
続
化
給

付
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
、
特
別
定
額
給
付
金
、
学
生
支

援
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
そ
し
て
民
間
も
含

め
た
無
利
子
・
無
担
保
の
金
融
支
援
な
ど
、
出
来
る
こ

と
は
最
大
限
取
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
な
お
続
い
て
お

り
ま
す
。引
き
続
き
、
医
療
資
源
の
充
実
・
確
保
、
医
療

機
関
へ
の
支
援
、
P
C
R
検
査
の
増
加
な
ど
に
よ
り
感

染
拡
大
防
止
に
全
力
を
挙
げ
つ
つ
、
本
年
前
半
ま
で
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
幅
広
く
行
う
こ
と
で
、
集
団
免
疫
状

態
を
作
り
出
せ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
政
府
与
党
の

政
策
責
任
者
の

一
人
で
あ
る
党
・

政
務
調
査
会
事

務
局
長
と
し
て
、

昨
年
9
月
ま
で

3
年
間
、
成
長
戦

略
、
経
済
財
政
政

策
、
全
世
代
型
社

会
保
障
政
策
、
宇

宙
政
策
、
IT
戦
略

な
ど
の
立
案
や

と
り
ま
と
め
の

先
頭
に
た
っ
て

き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
昨

年
は
1
月
末
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
が

最
優
先
課
題
と

な
り
、
3
度
の
経

済
対
策
、
2
度
の
補
正
予
算
編
成
に
全
力
を
挙
げ
ま
し

た
。心
を
砕
い
た
こ
と
は
、
医
療
崩
壊
を
招
か
な
い
こ

と
、企
業
の
事
業
継
続
を
徹
底
的
に
支
え
る
こ
と
、国
民
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